
ふるさと納税 令和6年度実績報告
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寄 附受け入れ実績

　令和6年度は、ふるさと納税にご参加い
ただく事業者様と返礼品の数をさらに増や
したことで、寄附の大幅な増加につなげる
ことができました。
　ふるさと納税は12月31日までの寄附額
が翌年税制上控除される制度のため、12
月は最も多くのご寄附が寄せられます。
　令和6年12月には、１か月で3億562万
円のご寄附をいただきました。

寄 附金の活用
令和7年度活用事業数：6プロジェクト54事業
活用額合計：150,783千円 活用事業一覧➡

活用額25,786千円

小学生から高校生までの医療費全額を無償化し、安心
して子育てができる環境を整備します。

小中高生の医療費無償化事業いきいき

活用額1,850千円

世界自然遺産登録20周年を記念したイベントを関係機
関、企業とも連携を図り実施し、知床の自然環境の価値
を広めます。

知床国立公園指定60周年・
知床世界自然遺産登録20周年事業

みどり
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問 政策推進課 ふるさと納税係 ☎ 0152-26-7708

　斜里町は令和2年11月から返礼品付きふるさと納税の受付を開始し、事業者の皆様のご理解とご協力の
おかげで返礼品の種類も充実してまいりました。
　「知床・斜里町が好きだ」というお気持ちでご寄附をくださった方、魅力的な返礼品に興味をお持ちくださった
方などたくさんの方からご支援をいただき、令和6年度は40,718件、6億7,937万5,500円のご寄附を
賜りました。心より感謝申し上げます。

活用額765千円

町立学校の生徒を対象に、
芸術活動の場の確保として
立ち上げた「しゃりアートク
ラブ」への外部講師派遣に

しゃりアートクラブ活動支援事業まなび

より、地域で活動を支える体制整備を図ります。

活用額300千円

斜里第一、ウトロの両漁
協と連携し、鮭の価値
の向上を目指してPR事
業を行います。

鮭、日本一の町PR事業しごと

基 金積み立て

　ふるさと納税でいただいた寄附金は、総合計画の区分
に合わせた基金に積み立てており、寄附者が「どのような
事業に使ってほしいか」を選択して寄附することができま
す。現在は6つの基金と、「町におまかせ」の計7項目から
お選びいただいています。
　基金への積立額は返礼品の商品代金や送料、サイト掲載
手数料等の事務費約50％を除いた額を積み立てています。
　また、「町におまかせ」を選択された寄附の一部は、財政
調整基金に積み立て、将来にわたる安定した財政運営に役
立てています。

基金名称 R4年度 R5年度 R6年度

みどり（自然保護） 14,00014,000 33,90033,900 64,50064,500

しごと（産業振興） 8,2008,200 12,70012,700 36,40036,400

くらし（社会基盤・防災） 12,40012,400 16,40016,400 27,80027,800

いきいき（子育て・福祉） 12,00012,000 44,70044,700 66,10066,100

まなび（教育・芸術文化） 10,00010,000 16,70016,700 32,50032,500

ちょうみん（広報広聴） 4,2004,200 11,70011,700 19,90019,900

海難事故 17,90017,900 3,3003,300 ――

財政調整基金 3,4223,422 3434 102,630102,630

合計 82,12282,122 139,434139,434 349,830349,830

単位：千円

基金積み立て状況

活用額990千円

みどり工房しゃりの木製複
合遊具を、安全に利用でき
るように修繕を行います。

くらし 多目的広場複合遊具修繕事業

協働によるまちづくり推進事業ちょうみん

活用額1,970千円

町民との協働によるまちづ
くりを推進するため、自治
会・自治会連合会の活性化

に向けて、制度の充実をはかり、ハード事業・ソフト事業
に対して助成します。

活用額2,840千円

ウトロ市街地の電気柵更
新、草刈の実施により地域
住民および鳥獣対策員の
安全確保を図ります。

みどり 市街地ヒグマ対策強化事業

活用額7,625千円

法に基づく介護、障がい、
子ども、生活困窮に関わる
支援事業を一体的に行う
体制を整備し、地域共生
社会の実現を図ります。

重層的支援体制整備事業いきいき

活用事業の一部を紹介します
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https://www.town.shari.hokkaido.jp/material/files/group/33/R7katuyouzigyou.pdf

